




睡眠中の赤ちゃんの死亡を減らしましょう

寝かせる時はあおむけに寝かせましょう

睡眠中に赤ちゃんが死亡する原因には、乳幼児突然死症候群（ SIDS）という病気のほか、窒息などによる事故があります。

SIDSは、何の予兆や既往歴もないまま乳幼児が死に至る原因のわからない病気で、窒息などの事故とは異なります。

SIDS の予防方法は確立していませんが、以下の3つのポイント を守ることにより、SIDSの発症率が低く なるという

データがあります。

寝かせる時にうつぶせに寝かせたときの方がSIDS

の発生率が高いということが分かっています。

医学上の理由でうつぶせ寝を勧められている場合

以外は、赤ちゃんの顔が見えるあおむけに寝かせま

しょう。

たばこをやめましょう

たばこはSIDS発症の大きな危険因子です。 妊娠中

の喫煙はおなかの赤ちゃんの体重が増えにく く

なりますし、呼吸中枢にも明らかによく ない影響

を及ぼします。妊婦自身の喫煙はもちろんのこと、

妊婦や赤ちゃんのそばでの喫煙はやめましょう 。

できるだけ母乳で育てましょう

母乳育児が赤ちゃんにとっていろいろな点で良い

ことはよく 知られています。 母乳で育てられて

いる赤ちゃんの方がSIDSの発生率が低いという

ことが分かっています。 できるだけ母乳育児に

ト ライしましょ う 。

～乳幼児揺さぶられ症候群を予防しましょう～

赤ちゃんの機嫌が悪くてぐずるとき、赤ちゃんがいつまでも泣きやみそうにないとき、子育てというのはとてもつらい

ものです。このようなときに起こしやすいと言われている「 乳幼児揺さぶられ症候群」について知っていますか？

乳幼児揺さぶられ症候群って何？

深呼吸をして10数えまし ょ う

安全なところに赤ちゃんを仰向けに寝かせ、

赤ちゃんをひとりで泣かせておきまし ょ う

（ 5～10分毎に呼吸状態を確認してく ださい）

心を落ち着けるために親しい人に電話を

かけましょ う

体の具合が悪く て泣いているかもしれないため、

かかりつけ医療機関や保健センターなどに相談

しましょ う

発症すると赤ちゃんはどう なるの？

赤ちゃんが激しく 揺さぶられたときに起こる重症の頭部

損傷をいいます。 赤ちゃんは、 頭が重たく て 頚の筋肉が

弱いため、 速く 強く 揺さぶられることにより、 頭蓋骨の

内側に脳が何度も打ちつけられて、脳が損傷（ 硬膜下出血

や眼底出血など） を受けるのです。

泣きやまない赤ちゃんにかっとなったり、自制心を失って

しまい、 何とか泣きやませよう として赤ちゃんを揺さぶ

ったり、 ベッドに放り投げたりしてしまう ことで起こる

ことが多いと言われています。

※「 高い高い」 やひざの上で赤ちゃんをピョ ンピョ ン
させるといった通常のあやす行動では乳幼児揺さぶられ

症候群は起こりません。

赤ちゃんが激しく 揺さぶられると脳細胞が破壊され、脳は

低酸素状態となります。 そのため次のような症状があら

われます。

元気がなく なる 機嫌が悪く なる

傾眠傾向（ すぐに眠ってしまう状態）

嘔吐（ ウイルス感染による嘔吐症と間違われやすい）

けいれん 意識障害（ 呼んでも応えない）

呼吸困難

昏睡（ 強く 刺激しても目を覚まさない状態）

最重症の場合、 死にいたることもあります。

赤ちゃんが泣き続けても、 決して激し く

揺さぶってはいけません！
赤ちゃんが泣いたとき、オムツを替えたり、授乳したり、あやしたり、

お気に入りのタオルなどを持たせたり、外を散歩したり・・・

考えられる対処をしても効果がないときは、自制心を失わない

ように落ち着くことが大切です。

そのためには、こんなことをしてみましょう。

どのような赤ちゃんでも、いつかは必ず泣きやみます。

まずは心を落ち着かせましょう。




